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スピーキング

英語学習者が求めるフィードバッ
クとディスカッション経験の関係
分析
松岡真由子(追手門学院大学), 大竹

翔子(神戸学院大学), 水本武志(ハ
イラブル株式会社), 森下美和(神戸

学院大学)

テスティング・
評価

小学校外国語の評価について
話すこと【やり取り】思考
力・判断力・表現力の評価に
寄せて
矢野司(安曇野市立豊科北小学

校)

動機づけ

L2使用に関する自己効力感が

L2 WTCに与える影響 ―小学3
年生の授業実践から―
物井尚子(千葉大学)

学習者

遠隔授業と学習スタイルの関
連性についての研究: 内向的な
学習者はオンライン授業を好
むのか？
若本夏美(同志社女子大学), 森
川慧子(同志社女子大学), 金衿

佳(同志社女子大学)

リーディング

多読におけるフロー体験――
大学生を対象にした調査から
――
種村俊介(金城学院大学)

リーディング

Extensive Reading, its Duration
and Reading Volume
Goto Takaaki(Kyushu University
of Nursing and Social Welfare)

SLA・
言語習得

筆記ランゲージングを取り入
れた教室実践の試み
石川正子(城西大学), 鈴木渉(宮
城教育大学)

教員養成・
教師教育

英語教員養成における授業研
究のためのワークシート作成
の試み
馬場千秋(帝京科学大学)

教材・
カリキュラム

肯定側(または否定側)に不利
な英語ディベートの論題はあ
るのか: 上級者向け即興型英語
ディベート大会の結果から
小林良裕(東京学芸大学大学院

連合学校教育学研究科)

語彙

言語形式と親密度がLexical
Bundlesの処理に与える影響

岡野紗綾加(筑波大学大学院)
指導法

テスト・フィードバックの実
証的研究：メタ認知，言語知
識，動機の観点から
板垣信哉(尚絅学院大学), Leis
Adrian(宮城教育大学)
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スピーキング

オンライン上の英語ディスカッ
ションに関する一考察：書き起こ
しデータをもとに
森下美和(神戸学院大学), 大竹翔子

(神戸学院大学),松岡真由子(追手門

学院大学),  水本武志(ハイラブル

株式会社)

テスティング・
評価

Computerの特性を活かした英
語学力評価問題の開発に関す
る調査―情報を読み取って自
分の意見を書くプロセスの評
価事例
新美徳康(広島大学大学院), 松
浦伸和(広島大学)

動機づけ

Japanese Junior High School
Students’ Attitudes Towards
Challenges in English: A
Perspective from the Self-Worth
Theory
リースエイドリアン(宮城教育

大学), 竹森徹士(宮城教育大学)

学習者
遠隔授業におけるオーラルプ
レゼンテーション活動の意義
峰松和子(跡見学園女子大学)

リーディング

日本人大学生における第二言
語と母語の一貫性・結束性判
断
藤田賢(愛知学院大学)

リーディング
大学生の未知語を綴る力と語
彙力
川﨑眞理子(新潟経営大学)

SLA・
言語習得

通訳教育が英語学習に与える
影響について  ―英語を外国語
として学ぶ日本人大学生を対
象とした事例研究―
下吉真衣(関西外国語大学)

教材・
カリキュラム

Do ELT textbooks provide the
opportunities to practice
pragmatic knowledge?
川島千枝(栃木県立栃木工業高

等学校)

教材・
カリキュラム

The Effect of Lessons Using YouTube
on Motivation, English Learning, and
Listening Ability of Junior High
School Students
金本英朗(高岡市立志貴野中学校),
岡崎浩幸(富山大学), 石津憲一郎

(富山大学)

語彙

注釈による句動詞の付随的語
彙学習：関与負荷仮説に基づ
いて
小室竜也(筑波大学大学院)

指導法

２１世紀における外国語教育
の多様性への寛容度－個別最
適解と納得解は外国語教育に
あり得るのか－
藤居真路(広島県立尾道商業高

等学校)
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 早期英語教育

図画工作を活用した小学校
CLILの可能性について―イタ

リアの事例を中心として―
二五義博(海上保安大学校)

テスティング・
評価

全国学力調査の分析結果から
見られる中学生の学力実態
松浦伸和(広島大学)

動機づけ

Impact of personality on
motivation among Japanese
learners of English
野村千尋(北海道教育大学大学

院生), 菅原健太(北海道教育大

学)

学習者

E-learningにおける自学自習の促進

に向けたチャットの活用　～教員
による声掛けとピアサポート～
倉増泰弘(徳山工業高等専門学校),
東宮史(徳山工業高等専門学校), 柳
本萌子(徳山工業高等専門学校), 関
谷弘毅(広島女学院大学)

リーディング

高校生の英語学習における協
同的なリーディング活動の効
果
サルバション有紀(兵庫教育大

学大学院), 大場浩正(上越教育

大学)

22. ICT・CALL
自律的英語学習を促進する
TOEICアプリの活用

Sato Natsuko(東北工業大学)

教員養成・
教師教育

ALACTモデルを用いた若手英
語教師の自律的な授業改善に
関する研究
岡﨑浩幸(富山大学)

教材・
カリキュラム

新課程用「英語コミュニケー
ションⅠ」の教科書は高校生
にどう受け止められるか？～
各レッスンのトピックに注目
して～
本田亮(神奈川県立上溝高等学

校)

教材・
カリキュラム

英語論文要旨に見る
Metadiscourse Marker
石川有香(名古屋工業大学)

語彙

単語の印象はスペリングテス
トのパフォーマンスに影響を
与えるか
髙波幸代(中央大学人文科学研

究所)

指導法
Global Issues in Action
Yanagawa Kozo(法政大学)
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 早期英語教育

「書くこと」学習前の児童に
よる英語の手書き文字
伊東哲(東京学芸大学大学院連

合学校教育学研究科), 岩田伊

玄(長野市立吉田小学校)

テスティング・
評価

VELC Test Onlineを使用したオ
ンラインプレイスメントテス
トの試み
横内裕一郎(弘前大学)

発音

小学校教員と中学校教員の英
語音声指導に対する意識の違
いと指導に及ぼす要因
河合裕美(神田外語大学), 高山

芳樹(東京学芸大学)

学習方略

要約プロセスの明示的指導が
日本人英語学習者の英文要約
に与える影響 ―自己調整学習

サイクルを援用して―
丹藤慧也(筑波大学大学院生)

リーディング

再話が読解に及ぼす効果につ
いて：異なる理解レベルと学
習者の熟達度に焦点を当てて
伊東賢(茨城工業高等専門学

校)

ICT・CALL

英語教育学・認知言語学・脳
科学の知見適用による小・
中・高・大学英語教材 システ
ムの開発と構築
黒川愛子(帝塚山大学), 中野研

一郎(関西外国語大学)

教員養成・
教師教育

Putting CEFR educational
principles into practice through
Action Research - The CARM
Model.
Birch Gregory(清泉女学院大

学), 永井典子(茨城大学), Maria
Gabriela Schmidt(日本大学)

教材・
カリキュラム

LOTSとHOTSの視点から考え
る高等学校教科書を活用した
言語活動の提案
杉浦理恵(東海大学), 今井典子

(高知大学), アシュクロフト

ロバート　ジョン(東海大学),
ディーン　エリック(東海大

学), ハミルトン　マーク(東海

大学)

教材・
カリキュラム

2020年度小学校外国語科教科

書分析　－Ｓmall Ｔalk にどう
活用したらよいのか－
中野聡(北陸学院大学)

語彙

毎回の授業で語彙に関する課
題を課した場合の語彙力の変
化
古樋直己(大阪工業大学)

指導法

TED Talks使用の遠隔授業で教

員の説明とWritingの量が大学
生の英語力に与える効果
長谷川修治(植草学園大学)
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 早期英語教育

デジタル教科書と教科書に準
拠したワークシート を活用し
た小学校外国語科における
「主体的な学び」の指導と評
価
高橋美由紀(鈴鹿大学), 山内優

佳(広島大学), 柳善和(名古屋学

院大学)

テスティング・
評価

学習者コーパスと産出評価：
ICNALE GRAプロジェクトの
狙い
石川慎一郎(神戸大学)

発音
リアルタイム・オンライン方
式による英語音声指導の試み
大嶋秀樹(滋賀大学)

言語政策・
教育制度

日本人就労者の英語使用頻
度：ウェブ調査（2021年）の
統計的補正による推計
寺沢拓敬(関西学院大学)

リーディング

大学入学共通テストにおける
推論発問の分析：状況モデル
の構築につなげる読解指導
柳瀬学(園田学園女子大学)

ICT・CALL

eTandemプログラムが英語学
習者に及ぼす影響
小林翔(大阪教育大学), 中川右

也(三重大学), 茅野潤一郎(新潟

県立大学)

教員養成・
教師教育

中学校における、英語の探究
型学習（探究的な学習）に関
する調査研究
金子淳(三重大学), 山口常夫(東
北文教大学), ジェリー・ミ

ラー(山形大学), 三枝和彦(山形

大学)

教員養成・
教師教育
＜企業＞

効果的・効率的・魅力的な研
修にするための研修設計 ―イ
ンストラクショナルデザイン
を活用した研修改善の試み－
ブリティッシュ・カウンシル
(賛助会員)

教材・
カリキュラム

大学教養教育英語科目におけ
るExtensive Readingの有効性－
自己調整学習の観点から－
立田夏子(弘前大学)

語彙

英語心内辞書における名詞の結び
つき—再構築・変容、精緻化—
折田充(熊本大学), 村里泰昭(熊本

大学), 小林景(慶應義塾大学), 神本

忠光(熊本学園大学), 相澤一美(東
京電機大学), 吉井誠(熊本県立大

学), Richard Lavin(熊本県立大学)
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 早期英語教育

小学校英語における読むこ
と・書くことへの接続 ―検定
教科書に基づく頻度分析を通
して
星野由子(千葉大学), 清水遥(東
北学院大学)

テスティング・
評価

談話完成タスクを用いた英語
発話自動採点システムの構築
林裕子(佐賀大学), 近藤悠介(早
稲田大学), 石井雄隆(千葉大学)

文法

認知言語学の知見に基づく英
語前置詞の教授法とその教育
効果に関する研究
藤原隆史(松本大学)

言語政策・
教育制度

The language issues in English
medium instruction classroom:
University faculty’s rationales
behind their language use
柴田美紀(広島大学)

リーディング

異なるReading-to-Writeタスク
が日本人英語学習者の読解及
びエッセイライティングに与
える影響：Discourse Synthesis
と Source Useの観点から

佐藤連理(筑波大学大学院)

心理言語学

第二言語ワーキングメモリの
能力指標としてのCELP-Com
テスト：Stroop taskとSimon
taskとの関連性から

三木浩平(近畿大学), 門田修平

(関西学院大学), 長谷尚弥(関西

学院大学), 氏木道人(関西学院

大学)

教員養成・
教師教育

教師の変容を促す協働的でリ
フレクティブな教員研修プロ
グラムに関する研究： 日本の
高等学校英語科における事例
阿部雅也(新潟経営大学)

ICT・CALL
＜企業＞

音読アプリQulmeeの開発 ー自
発的に音読ができる学習者の
育成を目指して
イースト株式会社(賛助会員)

教材・
カリキュラム

語彙的に簡単で短い英語詩は
学習者にどう読まれるか：読
解の難しさを中心とした考察
西原貴之(広島大学)
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